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警告

注意

お願い

必ずお読みください
この「取扱説明書」には、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、

本品を安全にお使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文を

お読みください。

安全にお使いいただくために必ずお守りください

この表示を無視して、誤った取り扱いをしますと、人が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをしますと、人が傷害を負う可能性が
想定される内容、及び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをしますと、本品の本来の性能を発揮
できなかったり、機能停止をまねく内容を示しています。



ご使用になるときのご注意

安全にお使いいただくために必ずお守りください警告

◆ 本品に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・感電の原因となります。
水辺での使用はおやめください。

◆ 万一、内部に水が入った場合は、電源プラグをコンセントから抜いて、当社までご連絡
ください。そのまま使用しますと、火災・感電の原因となります。

◆ ＡＣ１００Ｖの電源電圧以外は、絶対に使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

◆ 加湿器のそばなど、湿度の高いところでの使用はしないでください。
火災・感電の原因となります。

◆ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。

◆ 本品の上やそばに花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水の入った容器を置かないで
ください。こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

◆ 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり引っ張ったり
ねじったり、たばねたりしないでください。また、重い物を乗せたり、加熱したりすると
電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源コードが傷んだら当社に修理を
ご依頼ください。

◆ テーブルタップや分岐コンセント、分岐ソケットを使用したり、タコあし配線はしないで
ください。火災・感電の原因となります。

◆ 本品を分解・改造しないでください。火災・感電の原因となります。

◆ 万一、本品内部に金属類や燃えやすいものなどの異物が入った場合は、電源プラグをコンセント
から抜いて、当社までご連絡ください。
そのまま使用しますと、火災・感電の原因となります。

◆ 本品の上カバーははずさないでください。感電の原因となります。

◆ 異常音がしたり、上カバーなどが熱くなっている状態のまま使用しますと、火災・感電の
原因となります。電源プラグを抜いて当社に点検をご依頼ください。

◆ 万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態のまま使用しますと、火災・感電の
原因となります。必ず電源プラグをコンセントから抜き、煙が出なくなるのを確認して
当社に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。

◆ 万一、本品を落としたり、本体が破損した場合、電源プラグをコンセントから抜いて、
当社にご連絡ください。そのまま使用しますと、火災・感電の原因となります



注意 安全にお使いいただくために必ずお守りください

◆ 直射日光の当たるところや、室温の高いところに置かないでください。内部の温度が上がり、
火災の原因となることがあります。

◆ 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると
コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。

◆ 近くに雷が発生したときは、電源プラグをコンセントから抜いてご使用をお控えください。
雷によっては、火災・感電の原因となることがあります。

◆ 油飛びや湯気が当たるような場所、ほこりの多い場所などに置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

◆ 本品を熱器具に近づけないでください。電源コードの被覆が溶けたり、本体が異常加熱され、
火災・感電の原因となることがあります。

◆ 本品をぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。
また、本品の上に重いものを置かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下して
けがの原因となることがあります。

◆ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。

◆ 長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

お願い 安全にお使いいただくために必ずお守りください

◆ 落としたり、強い衝撃を与えないでください。

◆ ベンジン、シンナーなどで絶対にふかないでください。
汚れがひどいときは、薄めた中性洗剤を布につけ、よく絞ってからふいて、その後乾いた
柔らかい布でふきとってください。

◆ 次のような場所での使用は避けてください。
・ゴミやほこりの多い場所、鉄粉・有毒ガスなどが発生する場所。
・テレビ、ラジオ、こたつ、アンプ、スピーカーボックスなど、磁気を帯びているところや

電磁波が発生している場所。

◆ 分解・改造された本品は、修理に応じられない場合があります。

◆ 本品は、日本国内用に設計されています。電圧、交換方式の異なる海外では使用できません。
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１．概要
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二重ジャンパ自動試験装置「８」(カナ品名：ＷＪＰ－ＡＴＥ－８）は、アナログ交換機
(張り出し含む)の巻き取りにおいて、新側交換機と旧側交換機に布設する二重ジャンパの
正常性を自動的に確認する装置です。

本書では、二重ジャンパ自動試験装置「８」の取り扱い方法について説明します。

１．１ 全体構成

１．２ 特徴
●データベース蓄積機能

○ＡＳＣＯＴ出力データ（ジャンパ施工データファイル）等のＣＳＶデータファイルから、
電話番号、線番、収容位置など試験に必要な情報を入力し蓄積します。

○試験結果を蓄積します。
○ユーザー指定のファイル名でデータベースファイルを生成します。
○データの編集、削除が可能です。
○データの並べ替え、検索、条件抽出が可能です。

●各種設定機能
○交換機機種、局番などの交換局情報を登録します。
○データの回線種別を設定します。
○回線毎に共用ラインカードまたは経済化ラインカード（以下、共用ＬＣおよび経済化ＬＣと呼称）

の設定ができます。
○試験に必要な設定を行います。

●試験機能
○試験には「詳細モード」「簡易モード」の２種類の試験があります。

○試験装置本体を制御し二重ジャンパ試験を行います。
○試験用端子の正常性確認を行うことができます。

●データベースからのアウトプット
目的のデータを印刷することができます。
目的のデータをＣＳＶデータファイルに保存することができます。

詳細モード：正常、レバース、片断、レバース片断、両断を識別できます。
※共用ＬＣおよび経済化ＬＣの設定とサンプリングを行う

必要があります。
簡易モード：正常、レバースまたは片断、両断を識別できます。

（レバースと片断の区別はつきません。）
※試験実施により、お客様話中、サービスオーダー登録漏れを識別します。
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１．３ 構成品

構　成　品 数　量

 二重ジャンパ自動試験装置「８」本体 １個

 ＡＣ電源コード １本

 ＲＳー２３２Ｃケーブル（ストレート） １本

 試験端子接続コード（モジュラーケーブル） ２本

 取扱説明書 １部

１．４ 二重ジャンパ自動試験装置「８」外観

表面パネル

背面パネル

表面パネル

モジュラージャック（新側） モジュラージャック（旧側）

背面パネル

ＡＣ１００Ｖインレット

電源スイッチ

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ

ボリューム調整ダイヤル

※ＰＣにＲＳ－２３２Ｃポートがない場合は、ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ
ポート変換ケーブルをご使用ください。



１．５ 仕様
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■本品の基本仕様を以下に示します。

仕　様

 使用電源  ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ、周波数５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

 消費電力  ２００ｍＡ以下

 発信周波数  ＰＢ信号：０～９

 発信端子数  ２端子

 制御方式  ＰＣのＲＳ－２３２Ｃインターフェースによるコマンド制御

 試験信号  音声帯域交流信号

 質量  １．２ｋｇ以下

 試験速度  １回線あたり約１０秒　　　１時間約３６０回線（正常時）

 試験距離  発信端子１～発信端子２間の線路損失：７ｄＢ以下（１．５ｋＨｚ）　

 試験回線数  最大５万回線（１データファイルにつき）

 周囲温度  ０～４０℃（ただし、結露なきこと）

 相対湿度  ２０～８５％

 耐電圧

電気的特性

項　目

 常温、常湿において、本装置の電源線と筐体間に直流１００Ｖで
 測定し１ＭΩ以上であること。

 絶縁抵抗

 常温、常湿において、本装置の電源線と筐体間に交流１５０Ｖを
 １分加えても異常がないこと。

使用環境条件

 （１）正常
 （２）両線断線
 （３）片線断線
 （４）Ｌ１－Ｌ２の逆付け（レバース）
 （５）片線断線のＬ１－Ｌ２逆付け
 （６）加入者通話中
 （７）欠番

 試験判定項目

寸法及び質量
 寸法

 ３２（高さ）×２１５（幅）×１９０（奥行）ｍｍ
 ただし、ゴム足等の突起物は含まない。

試　験

■パソコン :各社DOS/Vパソコン
■ＯＳ :日本語MicrosoftⓇWindowsⓇ XP・2000・Me・98SE・98
■ディスプレイ解像度 :1024×768以上(推奨)
■ＣＰＵ :650MHz以上（推奨）
■メモリ :128MB以上（推奨）
■ディスク :空き容量 20MB以上
■その他 :RS-232Cシリアルポート（USB－RS-232C変換も可能）

１．６ アプリケーションの動作環境



①交換機が「ＭＨＮ-Ｓ」「ＲＳＢＭ」の場合、試験端子の設定は
“ＢＯＮ” をＯＦＦにし、電流値を５０ｍＡ（または３５ｍＡ）に

設定してください。（推奨）
※二重ジャンパ自動試験装置「８」に接続する試験端子は、ＢＯＮ

の設定が可能な共用ＬＣを使用してください。
※設定は試験端子のみです。試験実施回線の設定は必要ありません。
（ＢＯＮをＯＮのまま試験を行うと、ＢＯＮがＯＦＦの場合より信号の

受信レベルが低くなります。）

※ＢＯＮをＯＦＦにする場合は、共用ラインカード設定ツールを
使って行います。

２．試験前の注意（重要）
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②日立製の共用ＬＣおよび経済化ＬＣは他メーカと異なり、試験信号
受信レベルの減衰が大きくなっています。
日立製と他メーカの共用ＬＣおよび経済化ＬＣが混在する場合は、
日立製の設定だけを詳細モードにする等、試験単位を分けて試験を
行った方が正確な試験が行えます。（→３０頁参照）

（日立製の共用ＬＣおよび経済化ＬＣは信号の受信レベルが低く、
片断やレバースと誤判定する可能性が高くなります。）

※ラインカードのメーカー毎の特性は共用ＬＣも経済化ＬＣも同様
です。

③試験時、ＣＲ付断線片のコンデンサの個体差（静電容量値の変動）
によって反転判定が正しく行えない可能性があります。
誤判定した場合は、ＣＲ付断線片を交換してから再度試験を行って
ください。

■試験を行う際は、次の事に注意し試験を行って下さい。

④試験には「詳細モード」「簡易モード」の２種類の試験があります。
詳細モード：正常、レバース、片断、レバース片断、両断を

識別できます。
※共用ＬＣおよび経済化ＬＣの設定とサンプリングを
行う必要があります。

簡易モード：正常、レバースまたは片断、両断を識別できます。
（レバースと片断の区別はつきません。）

※試験実施によりお客様話中、サービスオーダー登録漏れを識別します。

⑤試験方式の特性上、ＡＤＳＬ回線でお客様側スプリッタが装着され
ていない回線の場合、片断を正常と誤判定してしまう恐れがありま
す。



以下に、基本的な作業フローを示します。
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事前準備
１．サービスオーダー登録
２．機器間の接続
３．アプリケーションの

インストール

本体電源投入

アプリケーション起動

通信ポート設定

交換局情報設定

試験データ読込

回線種別設定
（公衆／オフトーク）

試験設定

試験用端子
接続確認試験

詳細モード試験の場合簡易モード試験の場合

共用ＬＣ設定

データサンプリング

試験実施

試験結果アウトプット
（印刷、csvファイル）

終了

アプリケーション起動２回目以降 初回アプリケーション起動時

回線の情報や試験結果を保存するデータベースを
選択／新規作成します。（→１１頁）

試験に必要なデータをＡＳＣＯＴ出力データ等から
入力します。（→１３頁）

試験結果をアウトプットします。（→４７頁）

交換局の情報を設定します。（→１２頁）

各回線に共用ＬＣまたは経済化ＬＣを設定します。
（→３４頁）

詳細モード試験に必要な情報を収集します。
（→３７頁）

各回線の二重ジャンパ正常性を試験します。
（→３９頁）

新側／旧側の試験用端子の正常性を確認します。
（→３３頁）

回線の種別を設定します。（試験特性が異なる為）
（→２４頁）

試験の良否判定基準「しきい値」を設定します。
（→３０頁）

ＰＣにより制御する為、通信ポートを設定します。
（→１０頁）

１．試験を行う回線の登録を行います。（→６頁）
２．機器間の接続（→８頁）
３．アプリケーションのインストール（→９頁）
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４．事前準備

■サービスオーダー登録を行います。下記のようなコマンドを入力してください。

（１）巻取り（移行元と移行先が違う交換機）時の二重ジャンパ検証試験用端子の登録

◆ＭＨＮ－Ｓ
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
NGNR N:XXXXXXXXX,IFN:XXXXXXXXX,AOD,PB,WJPO/

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

◆Ｄ７０
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
¥SOD/
NGNR N:XXXXXXXXX,EL:XXXXXXXXX,PB,WJPO/
PEND/

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

◆ＤＭＳ－１０
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
#OVLY DN
NEW STN AA BBBB LCE XX X XX XX PB DJT （注）
****

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
（注）・「AA」には市内局番を入力して下さい。（１桁～４桁の場合があります。）

・「BBBB」には収容位置に登録する電話番号を入力してください。
・「XX」には旧側の収容位置情報を入力して下さい。

※試験端子のサービスオーダ登録時、移行元、移行先が違う交換機の場合サービスオーダの
パラメータはともに「ＷＪＰＯ」となります。

※交換機が「ＭＨＮ-Ｓ」 、「Ｄ７０」の場合は ＳＥＴコマンドにて “ＭＳＲ” を登録する

必要があります。下記のコマンドを入力してください。

◆ＭＨＮ－Ｓ
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
DSP SET/ （ＭＳＲ登録状態が未登録であることを確認する）
$GDR/
SET MSR,REG/
DSP SET/ （ＭＳＲ登録状態が登録中になっていることを確認する）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
※ＭＳＲを解除する場合は、下線部「ＲＥＧ」を「ＣＣＬ」と入力してください。

◆Ｄ７０
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
¥DSP SET/ （ＭＳＲコマンドが未登録であることを確認する）
¥GDR/
¥SET MSR,REG/
¥CNV SET,OK/
¥DSP SET/ （ＭＳＲのところがＲＥＧになっていることを確認する）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
※ＭＳＲを解除する場合は、下線部「ＲＥＧ」を「ＣＣＬ」と入力してください。

※二重ジャンパ自動試験装置「８」を用いて「ＭＨＮ-Ｓ」又は「Ｄ７０」の同一交換機内で
二重ジャンパ試験を実施する場合においてはＳＥＴコマンドは必要ありません。

４．１ サービスオーダー登録
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（２）収容替え（移行元、移行先が同一交換機）時の二重ジャンパ検証試験用端子の登録
◆ＭＨＮ－Ｓ

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
NGNR N:XXXXXXXXX,IFN:XXXXXXXXX,AOD,PB,WJPN/ （新収容位置用）
NGNR N:XXXXXXXXX,IFN:XXXXXXXXX,AOD,PB,WJPO/ （旧収容位置用）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
◆Ｄ７０

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
¥SOD/
NGNR N:XXXXXXXXX,EL:XXXXXXXXX,PB,WJPN/ （新収容位置用）
NGNR N:XXXXXXXXX,EL:XXXXXXXXX,PB,WJPO/ （旧収容位置用）
PEND/

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

※二重ジャンパ自動試験装置「８」を用いて「ＭＨＮ-Ｓ」又は「Ｄ７０」の同一交換機内で
二重ジャンパ試験を実施する場合においてはＳＥＴコマンドは必要ありません。
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４．２ 機器間の接続

■各ケーブルは下図のように接続してください。
※各ケーブルは抜け等が無いよう、確実に接続してください。

ＲＳ－２３２Ｃケーブル

ＡＣ電源コード

背面

ＡＣ１００Ｖへ

ＰＣへ

モジュラーケーブル

正面

新側／旧側交換機の
発信用回線へ



９

WJP-ATE-8 取扱説明書

■アプリケーションのインストールを行います。
ＣＤ－ＲＯＭをＣＤ－ＲＯＭドライブにセットしてください。ＣＤ－ＲＯＭは自動再生されます。

■セットアップ画面が表示されます。
「次へ」を選択して下さい。

■インストール先のフォルダを指定できます。
任意のフォルダを指定し、「次へ」を選択して下さい。

■表示内容を確認し、問題がなければ「インストール」
を選択して下さい。インストールが開始されます。

■インストール完了後、「完了」をクリックし、
インストールを終了して下さい。

４．３ アプリケーションのインストール

４．４ ドライバのインストール

①マイコンピュータを開く。
②ＣＤ－ＲＯＭのアイコンを右クリックし、開くを選択する。
③「ＭＤＡＣ」のフォルダを開く。
④フォルダ内の２つのファイルをそれぞれ実行する。

（ドライバは「ｍｄａｃ」から実行のこと）
⑤インストールが開始される。
⑥インストール完了。
⑦インストール完了後、ＰＣを再起動する。

■一部のパソコン内の環境ではドライバをインストールする必要があります。
ドライバのインストール手順を示します。
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５．アプリケーションソフトの操作
■試験は「３．作業フロー」の手順で行います。

■ＰＣにより試験を制御するため、通信ポートを設定します。（必須）
ＰＣと本体はＲＳ－２３２Ｃケーブルによって接続されますが、ＰＣにＣＯＭポートが
複数存在する場合、どこに接続されているか設定します。

どのポートを使用するか

コンボＢｏｘで選択します。
使用可能なＣＯＭポートが
一覧表示されます。

■ＣＯＭポートの設定画面

５．２ 通信ポート設定

５．１ 起動

■パーソナルコンピュータ（以下、ＰＣと呼称）、二重ジャンパ自動試験装置「８」（本体）を
接続し起動してください。
ＷＪＰのアイコンをクリックし、アプリケーションを立ち上げてください。

※使用するＣＯＭポートについては、「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→
「システム」→「ハードウェア」→「デバイスマネージャー」→「ポート」の手順で確認
してください。
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※通信ポート設定は起動時の他にも、
メニュー上から選択することでも可能です。

※本体が接続され、電源ＯＮの状態ならＣＯＭポートを自動で認識しますが、ＰＣと本体が接続され
ていなければＣＯＭポートは認識されません。

■自動設定されない場合、手動でＣＯＭポートの設定を行ってください。
ＣＯＭポートの設定画面が表示されます。

※初回アプリケーション起動時にもこの機能が実行されます。二回目以降のアプリケーション起動時
には、前回設定されたＣＯＭポートが設定されています。



５．３ データベースファイルの選択／新規作成

※選択したファイルが二重ジャンパ試験用でない場合はエラーとなります。（下記参
照）

※アプリケーションを再起動すると、前回開いたデータベースを読み込みます。

データベースファイル名を記述、または選択してください。

１１

■回線の情報や試験結果を保存するデータベースファイルを選択／新規作成します。（必須）
ファイル名を選択、または新規作成してください。
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※データベースファイルの選択／新規作成は、
メニュー上から選択することでも可能です。

※二重ジャンパ試験とは関係のないファイルが選択された
場合にエラーメッセージが表示されます。
再度ファイルを確認してください。

※開こうとしたファイルがＷｉｎｄｏｗｓ上で開かれている
場合に表示されます。
Ｗｉｎｄｏｗｓ上で開いているファイルを終了してから
データベースファイルの選択を行ってください。
（試験データ読込時も同様）

■ファイルの新規作成は、ファイル名を記述し、「開く」ボタンをクリックしてください。



■交換局の情報を設定します。（必須）

■局情報設定画面

交換機設定はコンボＢｏｘで選択または

新規書込で行います。

５．４ 交換局情報設定

１２

※設定項目は、交換局名、市外局番、新側／旧側交換機機種の４項目です。
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※交換局情報設定は、メニュー上から
選択することでも可能です。

※「５．２ 通信ポート設定」「５．３ データベースファイルの選択／新規作成」
「５．４ 交換局情報設定」は初回起動時のみ自動表示されます。
２回目以降の起動で設定を変更したい場合は、メニューから選択してください。



５．５ 試験データ読込

■電話番号や収容位置データ等、試験に必要な情報をＡＳＣＯＴ出力データ等から入力し、
データベースに蓄積します。（必須）

（一度入力したデータの更新（差分データ）も可能です。詳細は１８頁参照）

■「ファイルメニュー」から「試験データ読込」を選択し、ファイルを指定してください。

※試験データはＡＳＣＯＴ出力データの二重ジャンパ施工表（ＣＳＶ形式ファイル）を
読み込んでください。

※ファイル形式は “ｃｓｖ”、“ｔｘｔ”、“ｌｓｔ”で、カンマ区切りテキストファイルで

なければなりません。
※データベースのレコード数は最大５万件なのでこれを越える入力はできません。
※入力件数が多く、かつＰＣのスペックが低いと処理時間が長くなってしまいます。

※試験データ読込が必要な場合に表示されます

１３
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試験データファイル名を選択してください。

■試験データファイル選択



■試験データの確認と読み込み設定

○読み込んだデータファイルの内容を確認します。

○データベースに取り込む際の列番号を指定します。
○データベースへの取り込みを開始します。
○「ＡＤＳＬ（加入者側）」または「ＡＤＳＬ（交換機側）」のどちらかを取り込んだ

場合、データ上になんらか１文字でも入っていれば、回線種別が「ＡＤＳＬ」となり
ます。

※ＡＳＣＯＴ出力データの電話番号には先頭の「０（ゼロ）」と最初の「－（ハイフン」
が入っていません。そのデータを修正するなどして「－（ハイフン）」が２つ以上
入っていると取り込めません。また取り込める桁数は９桁までです。

１４
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⑥⑤ ② ④ ③

① ⑨

⑧⑦



１５

■試験データの確認フォームの説明

①ファイルビュー

ファイルから読み込んだデータを一覧表示します。
タイトルには列番号が表示されます。

このフォームに読み込んだデータファイル名

データリストデータの数
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②列番号指定１

各項目に該当するのは(ファイルの)何列目か？ そのデータを読み込むか？ 指定します。

列番号指定読み込み指定

(チェックで読み込み)
※電話番号は必須です。

③列番号指定２

②で設定以外の項目が存在する場合、任意の項目名を設定できます。基本的には②と同様です。
(※項目名の設定は初回のみ有効で、差分データ読み込みを行う場合には設定できません。)

項目名設定
読み込み指定

(チェックで読み込み)
列番号指定



１６
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⑤データのパターン
試験データの配列パターンをコンボＢｏｘで指定できます。

一定の配列パターンが決められているため、複雑な設定を繰り返さなくて済みます。

※試験データの配列パターンを削除するには、アプリケーションソフトがインストールされて
いるフォルダ内（標準でインストールされている場合は
“C:¥Program Files¥二重ジャンパ自動試験装置「8」”のフォルダ内）の「ASCOT_PTN.CSV」
を開き、削除したい項目を行ごと削除してください。

⑥パターンを保存

⑤のコンボＢｏｘに新しい配列パターンを登録できます。

※既に登録されたパターン名であれば上書きになります。

ここにパターン名を入力します。

④スキップ行数指定

読み飛ばし行数を０～１で設定します。
（読み込むデータにタイトル行等の無効な行が存在する場合に使用します。）



⑧キャンセルボタン

作業をキャンセルしメイン画面に戻ります。

１７

⑦ＤＢへ取込ボタン

確認後、表示データをデータベースへ取り込み(入力)ます。

⑨作業進捗表示

作業は
○データベースへの取り込み
○ＡＤＳＬ確認(ＡＤＳＬ収容位置を確認して回線を “ＡＤＳＬ” に変更します)

の順で行われ、それぞれの作業進捗を表示します。
全ての作業が終了すると、入力結果を表示します。
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※列番号指定が重複していた場合に表示されます。列番号を訂正してください。



○「ＤＢへ取込」ボタンでデータを取り込み、メイン画面のデータベースリスト上のデータに
反映されます。

１８
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■差分データの読込

○差分データとは
変更、削除、追加したいデータをＣＳＶ形式ファイルに記述したものです。
変更箇所が出てきた場合、差分データ（ジャンパ施工データファイル）を取り込む事によって
容易にデータの変更、削除、追加ができます。

※ＣＳＶ形式ファイルへの記述は１列目に「変更」「削除」「新規」を指定してください。
（「変更」「削除」「新規」は漢字で入力して下さい。）

※電話番号は必須です。

○上記のＣＳＶ形式ファイルを読み込むと下記のような試験データの確認フォームが表示されます。
取り込みたい項目を選択し、列番号を指定してください。



１９

５．６ メイン画面

■アプリケーションのメイン画面です。ここから各種機能を実行します。

メインメニュー ツ－ルバー試験範囲設定

試験ボタン
スクロールボタン

電話番号検索

フォント
サイズ変更

データベースリストＤＢファイル名と
レコード(データ)数
を表示

ステータスバー ポップアップメニュー

（１）画面構成
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２０

（２）ツールバー

WJP-ATE-8 取扱説明書

■ツールバーの各アイコンの機能を示します。

（４）レコード

⑱ ⑲

⑱編集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５５頁
⑲削除 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５６頁

（３）設定

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

⑩局情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １２頁
⑪通信ポート設定 ・・・・・・・・・・・・ １０頁
⑫公衆回線に変更→画面上から選択 ・・・・ ２４頁
⑬公衆回線に変更→ファイルから ・・・・・ ２５頁
⑭オフトークに変更→画面上から選択 ・・・ ２７頁
⑮オフトークに変更→ファイルから ・・・・ ２８頁
⑯共用ＬＣ設定 ・・・・・・・・・・・・・ ３４頁
⑰試験設定 ・・・・・・・・・・・・・・・ ３０頁

（１）ファイル

① ② ③ ④

①開く ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１頁
②試験データ読込 ・・・・・・・・・・・・ １３頁
③エクスポート ・・・・・・・・・・・・・ ４８頁
④印刷 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４７頁

（２）表示

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑤表示項目選択 ・・・・・・・・・・・・・ ５０頁
⑥フィルタ／フィルタ解除 ・・・・・・・・ ５１頁
⑦公衆回線抽出 ・・・・・・・・・・・・・ ５３頁
⑧データの並べ替え（昇順） ・・・・・・・ ５４頁
⑨データの並べ替え（降順） ・・・・・・・ ５４頁

（５）試験

⑳ 12

⑳試験用端子接続確認試験 ・・・・・・・・ ３３頁
データサンプリング ・・・・・・・・・・ ３７頁12



（４）電話番号検索

２１

■電話番号を指定すると該当するレコード(データ)の検索ができます。

ここに電話番号を設定します。

このボタンで検索開始します。

（５）フォントサイズ変更

■データベースリストのフォント(文字)サイズを ８Ｐ～１２Ｐの範囲で変更できます。

（３）試験範囲設定

■試験範囲の設定が出来ます。詳細は４０頁、４１頁を参照してください。
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（６）データベースリスト

２２

■電話番号、収容位置等の試験情報、試験結果はデータベースに保存されます。

メイン画面にそれらをリスト表示します。

■マウスや矢印キーで、特定のデータを選択できます。

また、Ctrlキー ＋ マウスクリック や Shiftキー ＋ ↑･↓キーで複数の選択が可能です。

ここに表示しているデータの数

これらのデータを保存している

データベースファイル名

スクロールボタンでリストをスクロール

「<<」 上方向 「>>」 下方向

項目のタイトルクリックで

データの並べ替えができます。
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２３

■データベースリストに表示される項目の説明です。

項　目　名 説　　　明

 ＩＤ  データのＩＤ番号です。

 電話番号
 裏番号
 線番
 線番２
 新収容位置
 旧収容位置
 ＡＤＳＬ(交換機側)
 ＡＤＳＬ(加入者側)
 ＲＬＮ
 ＳＬＮ
 事業者コード
 備考欄

 その他１
 その他２
 その他３
 その他４

 回　線
 回線の種類です。
 "一般"、"公衆/ピンク"、"ＡＤＳＬ"、"公衆ＡＤＳＬ"があります。

 オフトーク
 回線がオフトークの場合、"○"、そうでない場合、"／"
 の表示になります。

 新ＬＣメーカ

 新ＬＣ Ｖｅｒ

 旧ＬＣメーカ

 旧ＬＣ Ｖｅｒ

 試験結果  試験結果の概要です。
 ＮＧ内容  試験結果が"ＯＫ"でなかった場合の理由です。
 信号レベル  試験時に受信した信号のレベルを[ｍＶ]単位で表します。

 試験日時
 試験を行った日時です。
 形式は "YYYY/MM/DD hh:mm:ss" となります。

 ＡＳＣＯＴ出力データ（ジャンパ施工データファイル）等のＣＳＶデータ
 ファイルから入力する試験情報です。
 ※電話番号は必須です。

 ＡＳＣＯＴ出力データ及び、ＣＳＶデータファイルから入力する
 試験情報です。
 将来的に上記以外の項目が追加された場合、項目名を設定して
 これらに入力することができます。

 "詳細モード"で試験する場合は、その回線に使われている共用ＬＣが
 何であるかわからなくてはなりません。各回線に新側／旧側の共用ＬＣ
 情報(メーカ名とバージョン)を登録します。(→３４頁参照)
 初期値は "設定しない" で、試験は "簡易モード" で行われます。
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５．７ 回線種別設定

２４

※ポップアップメニュー

■変換の際に、収容位置情報から “公衆回線” と判断できないデータが含まれた場合、

その回線を変換するか確認します。

（１）画面上で選択した回線を公衆回線に変更

■回線種別を設定します。回線の種別毎に試験特性が異なりますので、必ず設定してください。

■回線の種別は “一般” 、“公衆／ピンク” 、“ＡＤＳＬ” 、“公衆ＡＤＳＬ” があります。
「ＡＤＳＬ収容位置情報」があれば自動的に “ＡＤＳＬ” となりますが、その他の回線は
“一般” となるので、回線が “公衆／ピンク” 、“公衆ＡＤＳＬ” の場合は変更する必要が

あります。ここでは回線の変更方法を説明します。

※試験結果のあるデータの回線種別を変更すると、試験結果はクリアされます。

■メイン画面データリスト上から“公衆回線”に変更したいデータを指定し、
「設定メニュー」→「公衆回線に変更」→「画面上から選択」を選択してください。

※ポップアップメニューからも変更可能です。
※ “一般” を変更すれば “公衆／ピンク” に、“ＡＤＳＬ” を変更すれば “公衆ＡＤＳＬ”
に変更されます。
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※交換機が “Ｄ７０” や “ＤＭＳ－１０” 対応の場合、「公衆回線抽出」を使用すると

「公衆回線」の収容位置番号を抽出します。（詳細は５３頁参照）

５．７－１ 公衆回線に変更



２５

（２）ファイルから公衆回線に変更

※ファイル形式は “ｃｓｖ”、“ｔｘｔ” のテキスト形式です。

カンマ区切りテキスト（“ｃｓｖ”）の場合は、行の先頭に電話番号がなければなりません。

■ファイルを選択

■電話番号が書かれたテキストファイルを読み込み、ファイル内に書かれた電話番号を
“公衆回線” に変更します。

■「設定メニュー」→「公衆回線に変更」→「ファイルから」を選択してください。
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２６

■電話番号の確認

削除ボタンで選択したデータを削除できます。

ファイルに書かれた電話番号を一覧表示します。

■変換の際に、収容位置情報から “公衆回線” と判断できないデータが含まれた場合、

その回線を変換するか確認します。
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■ＯＫボタンで表示されている回線を “公衆回線” に変更します。



２７

※ポップアップメニュー

■選択したデータが “オフトーク回線” に変更されます。

（１）画面上で選択した回線をオフトーク回線に変更

■オフトークを設定します。
※ＡＤＳＬ回線にオフトークがある場合、それによってＡＤＳＬの特性がなくなって

しまうので、“ＡＤＳＬ” 、“公衆ＡＤＳＬ” の場合は必ず設定してください。

■メイン画面データリスト上から “オフトーク回線” に変更したい回線を指定し、

「設定メニュー」→「オフトークに変更」→「画面上から選択」を選択してください。

※ポップアップメニューからも変更可能です。
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５．７－２ オフトーク回線に変更



２８

※ファイル形式は “ｃｓｖ”、“ｔｘｔ” のテキスト形式です。

カンマ区切りテキスト（“ｃｓｖ”）の場合は、行の先頭に電話番号がなければなりません。

（２）ファイルからオフトークに変更

■ファイルを選択

■電話番号が書かれたテキストファイルを読み込み、ファイル内に書かれた電話番号の回線を
“オフトーク回線” に変更します。

■「設定メニュー」→「オフトークに変更」→「ファイルから」を選択してください。
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２９

■電話番号の確認

削除ボタンで選択したデータを削除できます。

ファイルに書かれた電話番号を一覧表示します。
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■ＯＫボタンで表示されている回線を “オフトーク回線” に変更します。



■試験判定基準を設定します。ジャンパのレバースや片断は信号受信レベルの大きさで

判断します。ここではその “しきい値” を設定します。
しきい値とは基準値（１００％)に対し、何％までをＯＫとするかの値です。

■「設定メニュー」から「試験設定」を選択してください。

３０

５．８ 試験設定
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■ “しきい値” を選択する目安として、信号受信レベルのバラツキをグラフで閲覧できます。

※試験を行った後にでもしきい値を変更することができます。
しきい値が変更された場合、試験結果は “再確認” されます。

■試験モードごとのしきい値を設定してください。
１)“詳細モード” での “片断判定しきい値”
２)“簡易モード” での “レバース／片断判定しきい値”

例）基準値が「３００」の時、しきい値が「７６％」なら、
受信レベル「２２８」までがＯＫです。

※日立製の共用ＬＣおよび経済化ＬＣは他メーカと異なり、試験信号受信レベルの減衰が
大きくなっています。
日立製と他メーカの共用ＬＣおよび経済化ＬＣが混在する場合は、日立製の設定だけを
詳細モードにする等、試験単位を分けて試験を行った方が正確な試験が行えます。
（日立製は信号の受信レベルが低く、片断やレバースと誤判定する可能性が高い為です。）



■試験設定画面の説明

①しきい値設定
１に “詳細モード” での “片断判定しきい値”、
２に “簡易モード” での “レバース／片断判定しきい値” を設定します。

※設定範囲は５０～９０％です。初期値は７６％です。

３１
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②ＯＫボタン／キャンセルボタン

ＯＫボタンで（しきい値の）設定変更を確定します。
この場合、試験結果の再確認が行われ、設定内容に従った試験結果となります。

キャンセルボタンの場合は設定変更を破棄します。

①

③

②



３２

③試験信号受信レベルのグラフ表示

b) c)

a)

d)

e)

f)

a)グラフ表示するデータの共用ＬＣおよび経済化ＬＣを指定します。

“簡易モード” のデータを表示する場合、“設定しない” を選びます。

b)グラフ表示するデータの 回線種別をコンボＢｏｘで設定します。

c)(詳細モードで)レバースデータの レバース／レバース片断の区分けを見たい場合、

チェックします。

d)”集計ボタン“ で、a)～c)の設定に該当する(信号受信レベル)データを集計し､グラフを

表示します。

e)表示しているグラフに関する情報を表示しています。

f)試験信号受信レベルのバラツキを表すグラフです。(“基準値”が１００％)

前述の “しきい値” の設定にあわせて ＯＫ／ＮＧ が色分け(赤がＮＧ)されます。

※ＡＤＳＬ回線でオフトーク有りのデータは一般回線として扱われます。
また、公衆ＡＤＳＬでオフトーク有りは公衆／ピンクとして扱われます。

※閲覧したいデータに共用ＬＣおよび経済化ＬＣが設定されてあっても、“サンプリング” が
されていない場合は、“簡易モード” のデータとして扱われます。
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試験が終了した回線の受信レベルのばらつきをグラフによって閲覧できます。
表示したい回線を選択してください。



３３

５．９ 試験用端子接続確認試験

■新側／旧側試験用端子の正常性を確認します。

■「試験メニュー」から「接続確認試験」を選択してください。
メイン画面上で指定の回線を選択していると、その電話番号で行えます。

■接続確認試験の結果

表　　　　示 意　　　　　　　　　　味

 正常に接続できました  接続確認試験は良好です。

 電池(４８Ｖ)無し ／ Ｌ１－Ｌ２のレバース
 回線上で電池(ＤＣ－４８Ｖ)が検出されない。
 (モジュラーコード抜け、オーダーミス等）
 またはＬ１－Ｌ２の極性が逆です。

 ダイヤル前にＤＴが来ない
 オフフックしてもＤＴ(４００Ｈｚ連続音)が
 検出できません。

 加入者が話中  お客様話中です。

 試験対象外(オーダー無し)  サービスオーダーが登録されていません。

 ダイヤル後にＢＴ以外を受信
 ダイヤル後、Ｌ１－Ｌ２極性が反転せず、
 音声を受信しました。

  白

  赤

  緑

インジケータ

  赤

  赤

  黄

※試験中に “電池(４８Ｖ)無し ／ Ｌ１－Ｌ２のレバース ”、“ダイヤル前にＤＴが来ない” が

発生した場合、試験終了となります。接続確認試験で確認してください。

※インジケータ
試験の結果によってインジケータ

の色が変わります。

※左欄に電話番号を設定し、

このボタンで開始します。
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５．１０ 共用ＬＣ設定 ※対象：「詳細モード試験」のみ

３４

■共用ＬＣ設定画面

②

③

④

⑤ ⑥ ⑦

①

■メイン画面で対象回線を選択し、「設定メニュー」から「共用ＬＣ設定」を選択してください。

※ポップアップメニュー
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■この他に共用ＬＣ設定画面では以下のことを行えます。
○共用ＬＣおよび経済化ＬＣの新規登録、及び登録データの修正、削除、それらの閲覧。
○サンプリングボタンでサンプリングを行い、サンプリングに成功したデータの波形を

グラフで閲覧。

※サンプリングは、詳細モードで試験を行う場合、正常／レバース判定の基準値を求めるため
に行います。これは回線種別毎（一般、公衆／ピンク、ＡＤＳＬ）に行います。（→３７頁参照）

※共用ＬＣおよび経済化ＬＣを変更すると、試験結果はクリアされます。

■回線の共用ＬＣおよび経済化ＬＣを設定します。
詳細モード試験を行う場合、共用ＬＣおよび経済化ＬＣ毎に特性が異なるため、共用ＬＣ
および経済化ＬＣの設定が必要です。
※アプリケーションソフト上のメニューの「共用ＬＣ設定」は共用ＬＣのみでなく、

経済化ＬＣの設定もできます。
※ “簡易モード” で試験を行う場合、共用ＬＣおよび経済化ＬＣの設定は必要ありません。



３５

■共用ＬＣ設定画面の説明

①登録データ一覧

登録された共用ＬＣおよび経済化ＬＣを一覧表示します。
共用ＬＣおよび経済化ＬＣのメーカ名及びバージョン、サンプリングの結果（信号受信レベル）
が表示されます。
回線をメイン画面で指定し、ＯＫボタンをクリックすると指定した回線に共用ＬＣまたは
経済化ＬＣが割り当てられます。

※簡易モードで試験する際は、１の “設定しない” を選択します。

※詳細モードで試験する際は適当な共用ＬＣおよび経済化ＬＣを選択してください。

新側、旧側の共用ＬＣおよび経済化ＬＣのメーカー及びバージョンを入力し、ＯＫボタンで
確定します。

(メーカー名はコンボＢｏｘで選択または新規書込で行います。)

②新しいＬＣ登録

新規に共用ＬＣおよび経済化ＬＣを登録します。

③ＬＣ情報編集

（①登録データ一覧で）選択した共用ＬＣおよび経済化ＬＣ情報を編集します。

□共用ＬＣデータ編集
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※共用ＬＣおよび経済化ＬＣ情報を設定する際、
ＬＣバージョンに誤りがある場合に表示されます。
再度ＬＣバージョンを確認してください。



④ＬＣ情報削除

（①登録データ一覧で）選択した共用ＬＣおよび経済化ＬＣ情報を削除します。

３６

⑤サンプリング

“詳細モード” で試験する際の良否判定基準を得るために、サンプリングを行います。

（→３７頁参照）

⑥波形を見る

（①登録データ一覧で）選択した共用ＬＣおよび経済化ＬＣ情報の、“サンプリング” によって

得た信号の波形を閲覧します。

※右側のコンボＢｏｘで対象の回線種別を選択します。

※閲覧できる波形は、詳細モードで
使われる “測定波形” です。

※画面右下の “平均値” は測定波形の
平均値で “受信レベル“ とは異なります。

⑦ＯＫボタン／キャンセルボタン

ＯＫボタンで（登録データ一覧で）選択した共用ＬＣおよび経済化ＬＣ情報を、メイン画面で指定した
回線に割り当てます。

キャンセルボタンの場合は割り当てを行いません。
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■サンプリングを行います。

サンプリングとは、“詳細モード” で試験を行うために行い、ジャンパのノーマル／レバースの
判定基準を求めるものです。
サンプリングは共用ＬＣおよび経済化ＬＣの種類毎、また回線種別毎（一般、公衆／ピンク、
ＡＤＳＬ）に行います。
このサンプリングを行わないと試験回線に共用ＬＣおよび経済化ＬＣを設定しても、“簡易モード” で
試験が行われます。

３７

※ポップアップメ
ニュー

５．１１ データサンプリング ※対象：「詳細モード試験」のみ
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（予め良線を準備する必要があります。）

※ “簡易モード” (ＬＣを設定しない)の場合は、サンプリング不可です。

※一度サンプリングしたデータが（再実行によって）書き変わると、試験結果の再確認が行われます。
(ただし、試験条件が異なった場合は、対象データの試験結果がクリアされます。)

※対象電話番号が、設定した回線(種別）でない場合や回線にオフトークが有る場合は、

エラーとなります。

■サンプリングする回線を指定し、「試験メニュー」→「サンプリング」を選択してください。
※共用ＬＣ設定フォーム、ポップアップメニューからも選択可能です。



３８

■サンプリングの結果

表　　　　示 意　　　　　　　　　　味

 正常に終了しました  正常にサンプリングが終了。

 試験端子不良

 ・回線上で電池(ＤＣ－４８Ｖ)が検出されない。
　 (モジュラーコード抜け、オーダーミス等）
 ・Ｌ１－Ｌ２の極性が逆。
 ・オフフックしてもＤＴ(４００Ｈｚ連続音)が
　 検出できない。

 ※要接続確認試験

 加入者話中  お客様話中。

 試験対象外  サービスオーダーが登録されていない。

 ジャンパ無し  対象回線にジャンパ無し。

 サンプリング失敗  測定波形の受信波形が好ましくない。

※試験端子不良が発生した場合は接続確認試験で確認してください。

※装置とのインターフェースに失敗すると、通信エラーメッセージがでます。（→４５頁参
照）

ＲＳ－２３２Ｃ接続及び、ＣＯＭポート設定を確認してください。

■試験用端子の接続確認試験画面

※対応交換機と

対象共用ＬＣまたは
経済化ＬＣを表示

※対象電話番号

を設定

※回線種別を設定

※結果を表示

正常終了の場合、ダブルクリック
で測定波形を閲覧可能
(→３６頁参照)

※サンプリングを

開始
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３９

※ポップアップメ
ニュー

■設定した試験範囲で試験を開始します。（試験範囲の設定は次項参照）

■試験中の場合は、試験を途中終了します。

５．１２ 試験実施

WJP-ATE-8 取扱説明書

■試験は下記フローの手順で行います。

次の手順へ

試験範囲設定

試験開始
(ボタン/メニュー)

試験開始前の設定

試験実行

試験結果閲覧

試験手順



４０

■試験範囲の設定

試験範囲を以下の項目で設定します。

範囲選択方法をコンボＢｏｘで選択します。

a)画面上で選択 (下記)
b)全てのデータを対象とする。
c)電話番号、線番、収容位置から範囲選択する。(→次頁参照)

a)の画面上で選択 はメイン画面のデータベースリスト上で行います。

マウスや矢印キーで、特定のデータを選択できます。
また、 Ctrlキー ＋ マウスクリック や Shiftキー ＋ ↑･↓キー で複数の選択が
可能です｡

①方法
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４１

②試験結果

①で全部、または電話番号、線番、収容位置から設定を選択した場合、試験対象を

試験結果から絞り込めます。
a)全ての結果
b)ＮＧと未実施回線
c)ＮＧ回線
d)未実施回線

③試験範囲

①で電話番号、線番、収容位置から設定を選んだ場合、試験対象範囲を入力します。

上の例では電話番号が ２８－００００ ～ ２８－９９９９ の範囲です。
(ただし、データベース上に無い回線は試験しません。)
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■試験開始前の設定

試験開始前に以下の設定を行います。

４２

b)

a)

c)

d)

e)

a)試験開始タイミングです。即時開始か、開始時間指定か選択します。

b)a)で時間指定した場合、開始時間を２４時間以内で設定します。
c)お客様話中回線を何回まで再試験するか設定します。(最大５回)
d)新／旧試験用端子の発呼方法を設定します。同時発呼(チェック)か個別発呼を選びます。

同時発呼だと試験時間が短縮できます。
e)ＯＫボタンを押すと試験を開始します。（開始時間指定の場合は設定時刻まで待機）

キャンセルボタンを押すと試験キャンセルとなります。

※時間指定した場合、試験開始時間まで待機します。(中断可能)
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■試験実行中

試験中はメイン画面下部に試験の実施状況が表示されます。

４３

a)最初の試験か、(お客様話中の)リトライ試験(何回目)かを表示

b)試験済み回線数、総試験回線数、ＯＫ回線数、ＮＧ回線数、お客様話中数
c)進捗率（パーセンテージとプログレスバー）
d)現在試験実行中の回線

※ＯＫ回線数とＮＧ回線数は指定した全回線の試験が一通り終了しないと正確な数が出ません。
※ＡＳＣＯＴ出力データより「裏番号」を読み込んだ場合は、試験時に裏番号に対して

発呼します。

b)

a)

c)

d)
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■試験が終了した場合

データベースリストには試験した回線のみ表示されています。
試験済み回線数、総試験回線数、ＯＫ回線数、ＮＧ回線数、お客様話中数が表示されます。

４４

※「閉じる」ボタンを押すとメイン画面は通常の状態に戻ります。

(データベースリストは全データ表示、試験進捗表示は非表示)
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■試験結果 および ＮＧ内容の説明

４５

試験結果 ＮＧ内容 意　　　　　　味

 ＯＫ  ______  ジャンパ状態良好です。

 ジャンパ無し  ジャンパ無し(両線断)の回線です。

 レバースor片断
 簡易モードで試験された回線で、
 (Ｌ１－Ｌ２の)レバースまたは片線断です。
 (どちらか区別はできません。)

 片断
 詳細モードで試験された回線で、
 片線断です。

 レバース
 詳細モードで試験された回線で、
 (Ｌ１－Ｌ２の)レバースです。

 レバース片断
 詳細モードで試験された回線で、
 (Ｌ１－Ｌ２の)レバースで且つ片線断です。

 試験用端子不良

 試験用端子の不良です。
 ・回線上で電池(ＤＣ－４８Ｖ)が検出されない。
　 (モジュラーコード抜け、オーダーミス等）
 ・Ｌ１－Ｌ２の極性が逆。
 ・オフフックしてもＤＴ(４００Ｈｚ連続音)が
　 検出できない。

 ※これらが発生した場合、試験は中断します。
　 詳細を接続確認試験で調査してください。

 試験対象外  サービスオーダーが登録されていません。

 加入者話中
 お客様話中です。
 設定したリトライ回数分再試験が行われます。

 実施済み

 試験結果を集計(レバース／片断判定)する前の
 仮の表示です。
 装置はジャンパ試験を行いましたが、詳細な結果は
 未だ分かりません。

 レバースor片断

 試験結果を集計(レバース／片断判定)する前の
 仮の表示です。
 装置はジャンパ試験を行いましたが、詳細な結果は
 未だ分かりません。
 詳細モードで試験が行われたので、レバースまたは
 レバース片断です。

 未実施

 ＮＧ

 －－－

※装置とのインターフェースに失敗すると、通信エラーメッセージがでて試験は中断します。

ＲＳ－２３２Ｃ接続及び、ＣＯＭポート設定を確認してください。
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■試験終了

試験中はメニューやボタンが下記のようになり、選択すると試験を途中終了します。

４６

※ポップアップメニュー
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■試験実行中の印刷

試験実行中は、下記のダイヤログで印刷対象をしぼりこむことができます。

○試験が終了し、かつＮＧだった回線

○試験が終了した全ての回線
○全ての試験対象

■試験結果のエクスポートダイヤログ

５．１３ 試験結果アウトプット

■メイン画面のデータベースリストに表示されているデータを印刷します。

※リスト上で複数のデータが選択されている場合は、選択されたデータだけが対象となります。
※試験実行中は試験結果別の印刷が可能です。

４７

プリンタ名を設定

用紙サイズを設定

横向きで固定

WJP-ATE-8 取扱説明書

■印刷の対象ダイヤログ

（１）印刷



■メイン画面のデータベースリストに表示されているデータをＣＳＶ形式データファイルに

エクスポート(移出)します。
※リスト上で複数のデータが選択されている場合は、選択されたデータが対象となります。
※ＣＳＶ形式とは、カンマ区切りテキストです。

４８

（２） エクスポート

■ファイル名を設定

エクスポートで作成するファイル名を記述してください。
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４９

６．１ 終了

■終了確認後、アプリケーションを終了します。

※試験実行中は終了できません。(試験を終了してから行ってください。)
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６．その他の機能
■「５．アプリケーションソフトの操作」で説明しなかった機能について説明します。



５０

６．２ 表示項目選択

※ポップアップメニュー

■メイン画面データリストの各項目の表示／非表示を設定します。
※ＩＤ、電話番号、回線、ＬＣ、試験結果の５項目は “非表示” にすることができません。
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６．３ フィルタ／フィルタ解除

５１

■条件を設定し、 (メイン画面データリスト上に) その条件に合ったデータを抽出、

または、その解除を行います。
※抽出方法には、“パターンマッチング” と “範囲指定” の２種類があります。

※設定はデータリスト上で目的の項目を選択(クリック)してから行います。

例１：パターンマッチング

電話番号が「３４－１０４０」
のデータだけを抽出します。

例２：パターンマッチング＋ワイルドカード

電話番号が「３４－１×××」
のデータを抽出します。

※パターンマッチングでワイルドカードを
前に付けると “条件” で終わるデータ
後に付けると “条件” で始まるデータ
両方だと “条件” を含むデータ
付けないと “条件” と一致するデータ
の抽出を行います。
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※ポップアップメニュー



５２

例３：範囲指定

電話番号が
「３４－１０００ ～ ３４－２０００」
の範囲のデータを抽出します。

例４：条件反転

回線が「一般」以外のデータを抽出します。

■フィルタがかかった状態だと、メニューやボタンは下記のようになり、

押すとフィルタが解除されます。

※ポップアップメ
ニュー
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６．４ 公衆回線抽出

５３

■“公衆回線”収容位置番号を(メイン画面データリスト上に) 抽出します。

※この機能は対応交換機が、Ｄ７０、改良Ｄ７０、ＤＭＳ－１０、ＲＬＣＭの場合のみ有効です。

■“抽出“を解除する場合は、

表示メニュー → フィルタ解除（→５１頁) を押します。
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※ポップアップメ
ニュー



５４

６．５ データの並べ替え

■(メイン画面データリスト上で）選択した項目上のデータ並べ替えを行います。

並べ替えは 昇順または降順で行います。

■メイン画面データリストの “カラム(タイトル)クリック” でも並べ替えが可能です。

最初のクリックで昇順並べ替えを行い、同じカラムを再度クリックすると降順並べ替えを
行います。

カラム(タイトル)
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５５

６．６ 編集

■メイン画面データベースリスト上で選択したレコードの編集を行います。

※対象レコードのダブルクリックでも編集が行えます。
※ “回線” または “オフトーク” が変更された場合、その回線の試験結果は消去されます。

※ＩＤと電話番号は変更不可です。

※オフトークはチェックで “有り” です。

※ＡＤＳＬ収容位置がある回線を “一般”
“公衆／ピンク” へは変更できません。

また、その逆の場合も同様です。

※収容位置情報から、公衆回線と判断できない
回線を公衆回線に変更しようとした場合、
ワーニングメッセージが出て確認します。

※ＯＫボタンで変更を確定、

キャンセルで破棄です。
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※ポップアップメニュー



※ポップアップメニュー

５６

６．７ 削除

■メイン画面データベースリスト内で選択したレコード（複数可能）を削除します。

※Ｃｔｒｌ＋Ｄｅｌ でも削除が可能です。
※削除実行前に下記ダイヤログで実行確認を行います。
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７．こんなときは

５７
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Ｑ０１ 電源が入らない。
Ａ０１ ＡＣ電源コンセントが抜けていませんか？

Ｑ０２ 「本体からの応答が有りません。本体の電源及びこのパソコンとの接続状態を
確認してください。」というメッセージが表示される。

Ａ０２ 本体の電源は入っていますか？
本体とＰＣがＲＳ－２３２Ｃケーブル等で接続されていますか？
以上を確認後、「設定メニュー － 通信ポート設定」を行ってください。

Ｑ０３ 試験結果を保存するデータベースファイルを開こうとすると、エラーメッセージ
が表示される。

Ａ０３ 二重ジャンパ試験とは関係がないファイルではありませんか？
選択したファイルがＷｉｎｄｏｗｓ上で開かれていませんか？

Ｑ０４ 試験データ読み込みを行うと「不正データ」が何件かある。
Ａ０４ 局情報設定での「市外局番」設定に誤りはありませんか？

電話番号の取り込み位置（列番号）の指定に誤りはありませんか？
電話番号データに誤りはありませんか？

Ｑ０５ 試験データ読み込みを行うと「重複データ」がある。
Ａ０５ データファイルの中に同じ電話番号データが複数存在していませんか？

Ｑ０６ ファイルに書かれた電話番号から、回線種別を公衆やオフトークに変換しようと
したが、変換されない。

Ａ０６ 局情報設定での「市外局番」設定に誤りはありませんか？
変換対象の電話番号に誤りはありませんか？

Ｑ０７ 試験設定画面上で、試験信号受信レベルのグラフを表示したいが
「該当するデータは有りませんでした。」となる。

Ａ０７ 該当するデータはありますか？
詳細モード試験結果なら、「サンプリング」は行われていますか？
簡易モード試験結果なら、該当するデータは２件以上ですか？

Ｑ０８ 共用ＬＣ設定で、新しいＬＣ登録やＬＣ情報編集を行うとエラーメッセージが
表示される。

Ａ０８ ＬＣメーカ名の設定の際にバーション設定を行いましたか？

Ｑ０９ レコードメニュー編集で回線種別を変更したら、エラーメッセージが
表示される。

Ａ０９ ＡＤＳＬ収容位置（ＡＤＳＬ（交換機側）、ＡＤＳＬ（加入者側））に
データがあるのに、「一般」や「公衆／ピンク」に変更していませんか？
ＡＤＳＬ収容位置が（ＡＤＳＬ（交換機側）、ＡＤＳＬ（加入者側））に
データが無いのに、「ＡＤＳＬ」や「公衆ＡＤＳＬ」に変更していませんか？



Ｑ１０ 試験やデータサンプリングを行うと、「試験端子不良」となる。
Ａ１０ 試験用端子接続確認試験を行い、Ｑ１１～Ｑ１３を参照してください。

Ｑ１１ 試験用端子接続確認試験を行うと、
「電池(４８Ｖ)無し ／ Ｌ１－Ｌ２のレバース」という結果になる。

Ａ１１ モジュラーコードが抜けていませんか？
試験用端子のサービスオーダー登録が正しく行われていますか？
Ｌ１－Ｌ２の極性が逆ではありませんか？

Ｑ１２ 試験用端子接続確認試験を行うと、
「ダイヤル前にＤＴが来ない」という結果になる。

Ａ１２ 試験用端子のサービスオーダー登録が正しく行われていますか？
試験用端子がハイアンドドライになっていませんか？

Ｑ１３ 試験用端子接続確認試験を行うと、
「ダイヤル後にＢＴ以外を受信」という結果になる。

Ａ１３ 試験用端子のサービスオーダー登録が正しく行われていますか？

Ｑ１４ データサンプリングを行うと、「サンプリング失敗」となる。
Ａ１４ 対象回線が正常ジャンパかお確かめください。

正常ジャンパでも「失敗」となる場合は、別の回線で再度行ってください。

Ｑ１５ 試験やデータサンプリングを行うと、「試験対象外」となる。
Ａ１５ その回線のサービスオーダー登録が正しく行われていますか？

「市外局番」設定に誤りはありませんか？

Ｑ１６ 同じ回線を何回試験しても「加入者話中」となる。
Ａ１６ その回線のサービスオーダー登録が正しく行われていますか？

Ｑ１７ 「試験対象が有りません。設定に誤りは無いですか？」という
エラーメッセージが表示される。

Ａ１７ 試験範囲の設定内容に該当する（回線）データがありません。
設定を変更してください。

Ｑ１８ 試験回線を複数選択できない。
Ａ１８ 画面上から試験回線を複数選択する場合は「Ｃｔｒｌキー ＋ マウスクリック」、

または「Ｓｈｉｆｔキー ＋ ↑・↓」で試験したい回線を選択してください。

５８
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５９
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８．１ メンテナンス

本品は、通常の軽い衝撃には十分耐えますが、外観上著しいキズがつくような衝撃を受けたときや、
購入後１年以上経過したときは、当社にてメンテナンスを受けられることをお勧めします。

（メンテナンスは有料となります。）

８．保守

８．２ 故障修理

本品に関する故障修理等は、故障品を当社へお送りいただき、修理後ご返送することを原則と
させていただきます。

保証規定(６０頁)の記載事項において、保証期間内における修理は無償になっています。
保証規定以外のご使用による故障、または、保証期間後の故障において修理可能な場合は有償と
させていただきます。

製品をご返送の際は、添付品を含め当社出荷時の梱包、または同等以上の梱包状態でお送りく
ださい。当社到着までの事故に関しては、責任を負いかねますので、安全確実な輸送手段をお選
びください。

８．３ 本品に関するお問い合わせ

１）二重ジャンパ自動試験装置「８」全般についてのお問い合わせ先

本品のお問い合わせにつきましては、当社営業部二重ジャンパ自動試験装置「８」担当者
までご連絡ください。

〒１０８－００７４ 東京都港区高輪３－８－１３

東京通信機工業株式会社 営業部

TEL:03(3447)2421㈹

FAX:03(3447)0426

E-mail:sales@totsuki.co.jp

電話受付時間： 月曜日～金曜日 午前９時～午後５時

※お電話でのお問い合わせは、内容により即答できかねる場合がありますので、速やかな問題
解決の為、事前にお問い合わせ内容をＦＡＸにてお送りください。



６０
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■ 保証規定 ■

１．本品は当社の厳格な社内検査に合格したものです。正常なご使用状態
の元で、保証期間内に万一故障した場合、本保証規定に従い故障箇所
の修理をさせていただきますので当社にお申し出ください。

※保証期間は納入後１年間とし、本品のハードウェア部分に限らせて
いただきます。

２．次のような場合には、保証期間内であっても有償修理となります。

１）お客様による輸送、移動時の落下、衝撃等お客様のお取り扱いが
適正でないために生じた故障及び損傷。

２）お客様によるご使用上の誤り、あるいは不正な改造、修理による
故障及び損傷。

３）火災、地震、水害、落雷等の天災地変、あるいは異常電圧等の外
部要因に起因する故障及び損傷。

４）本書に記載された使用方法、及び注意事項に反しますお取り扱い
によって生じた故障及び損傷。

５）お客様から出張修理のご請求があり、出張修理を行った場合。

３．本書に記載する内容を無視したご使用をされたことによります故障、
またはそれにより生じた直接、間接的な損害については、当社はその
責任を負わないものとします。
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